
令和 4 年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

学校法人藤祥山学園  宝福寺幼稚園 

１．本園の教育目標 

 手を合わす仏の子どもを育てよう 

 明るく素直な心を育てよう 

 元気よく、たくましい心を育てよう 

 ご恩のわかる子どもを育てよう 

２．本年度の重点的に取り組む目標・計画 

 教育目標・昨年度の課題を確認して保育に繋げていく。 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

５．今後取り組む課題 

６．学校関係者評価委員会の評価 

  保育中・行事もコロナ感染対策をしっかりとしていただいています。  

  先生たちの間で子どもの連絡が行き届いていて安心です。  

  問題がおきた時、親が疑問に思った時など直ぐに対応してくれて感謝しています。  

 これからコロナもインフルエンザ同様の扱いになりマスクを外す時の対応やフォローなど先生と親で連携

出来たらいいと思います。 

 

 

 

委員会実施日   令和 5 年  2 月 27 日  

評価内容 評価 評価の理由や取り組み内容 

安全教育 

安全管理 B 

不審者対応を学期毎に予告なしで訓練する。緊急時の対応、出欠確認の徹底。 

危険な遊び方の見直し。室内外において危険な箇所があれば教職員間で把握し事故の

ないように改善する。 

教師としての質の向

上 
B 

研修会に参加。ICT 化活用の効率化。 

研修会で学んだことを保育で活かせるように教師間共通理解できるように話し合う。 

環境構成 
B 

自然とふれあい、工作に活用する。自由工作ができる時間を設ける。 

異年齢児との交流。 

評価 理由 

B 
まだコロナ禍であるので計画通りには進まないがコロナ禍の中でできることを探し進めていくことができ

た。ICT 化の活用は前向きに進めていく予定。 

課題 具体的な取り組み方法 

教育・保育及び教師と

しての質の向上 

＊多くの命に支えられ生かされて生きているという感謝と互いに助け合う優しい

思いやりの心を子どもとともに育ちあっていく為に阿弥陀様をおがむ子ども、み

教えをよく聞く子どもをめざす。 

＊一人一人の子どもを尊重する保育を続けていく。 

＊園支援システムを利用して ICT 化活用を効率よく進めていく 

研修・研究への取組 園内研修を計画する。課題を見つけ改善して学びの場を増やす。  


